
令和 7 年度 第 1 回厚和寮地域連携推進会議(概要報告) 

１ 日 時  令和 7 年 11 月 21 日(金) 9：00～10：00 

２ 場 所  厚和寮第 2 食堂 

３ 出席者  地域連携推進委員 

       御利用者、保護者、福祉実践者、民生委員、福祉知見者 

       施設：寮長、次長 

４ 次 第  

（１） 自己紹介 

（２） 施設見学 9：００～9：１５ 

（３） 趣旨・役割確認(生駒寮長より説明) 

  ・今年度からスタートする「地域連携推進会議」は地域との連携により施設の運営が独善的

になっていないか、地域の皆様の意見を頂きながら、サービスの透明性・質の確保や利用者

の権利擁護等の推進を目的にしたものです。利用者の状況・サービスの提供状況・施設の運

営状況等を報告し皆様から意見や助言等頂きたい。 

   目下の懸案事項は「厚和寮入所機能のグループホーム移行」ですがその他、様々ご意見を

頂きたい。 

別紙、厚和ホーム(仮称)の新設についての説明。 

５ 議 題 

（１） 利用者の移行状況 ･･･ 別紙(寮長より説明) 

  ・厚和 GH は 20 名定員（1 名は短期利用）であるため昨年度後半から他施設への移行を進

め、現在入所利用者は 41 名から 31 名となっている。 

  ・高齢の方は高齢者施設への移管を行っているところだが、現在の利用料より利用者の負担

金が高額になるため苦慮している。 

（２） タイムスケジュール（想定）について説明 

 ・現在、GH 建設補助金申請中 

・令和 8 年 2 月、国からの建設補助金決定 

・令和 8 年 7 月、建設着工（工期・年度内） 

 ・令和 9 年 4 月、新 GH 運営開始 

（３） 意見交換 

  ア夜勤体制について 

   ・夜勤は 1 名と聞いているが、万一の時の備えはしてあるか。 

＊安心・安全に過ごしていただくのが施設にとって一番大切なことである。夜間の連絡応

援体制は整備している。緊急時の訓練や、夜間想定の対応訓練も毎年行い、平時からの

備えを大切にしている。 

イ避難場所について 

・万一の時の避難は何処にするのか 

 ＊地震については古いながらも鉄筋コンクリート作りの平屋建てであり崩壊することは

ないのではと考えている。浸水や津波等には身障体育館やいこいの杜２階等に垂直避難



をと考えている。また、当寮は鳥取市の福祉避難所となっている。 

・そのようなことを地域に発信していくことも重要では 

 ＊了。しかし、福祉避難所は一次避難所ではなく一旦、一般避難所に避難された方の中

から必要に応じて市の判断により人選され利用するもの。 

ウ施設の情報発信について 

・施設があることは知っていたが今日は初めて厚和寮に入り感じたこともある。「新しい

施設」をきっかけに様々な接点を求めて行くことが大事では。 

＊地域の方の認識が薄いのではと感じている。認識していただくような工夫を様々な形

で行っていく必要がある。 

・地域への発信方法は？すごい大きな話だと思うが。 

＊国の施策は施設から地域へとなっている。以前は、障害者施設は山の方に建設されて

隔離する政策であった。今は地域で障害者を包み込むことが当たり前でその中から理解

が生まれると変わってきている。ふれあいの機会を求めながらと考えている。 

エ入所施設の必要性について 

・保護者の人は入所施設がなくなると困る。グループホーム以外の人はもれなくどこか

にはお願いできるのか。 

  ＊「入るところがないから家でみて」と言うようなことはない。今回の移管計画につい

て厚和寮には様々の障害の方がいらっしゃるがそれぞれの方に「厚和寮の生活が最適

か？」「他にもっと適した支援を行える施設があるのではないか」という視点で取り組ん

でいる。 

 オ福祉人材の育成について 

・職員の人材育成を含め、関わる人がいなければ大変ではないか。 

＊毎年、育成校の介護実習受け入れをしている。今年は外国人 2 名の受け入れも行った。 

・人材不足は社会的な問題となっているので、公の方も頑張らんといけん。 

   カ地域推進員の役割について 

・地域の推進員の役割を、どんなことを望んでおられるのか？ 

＊現在、地域の一斉清掃などは参加させていただいている。今後は地域の防災訓練やイ

ベントなどにも参加させていただき、交流が図られ理解が進んでいけばと考えている。 

   キ自治会等の活動について 

・それぞれの地域で自治会費等負担金が支払われているが、そのようなことに関しどの

ように考えているか。ゴミの問題も含め。 

＊地域に住む者としておんぶに抱っこではなく必要な負担はしなくてはならない。 

    ＊それぞれ、その都度の判断と言うことも優先させながらも、一定の判断や支援は統一

性を持って行わなくてはと思っている。 

・様々な取り組みについて、地域に回覧とかして発信して行ってはどうか。    

＊貴重なご意見、ありがとうございます。 

 

 


